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議 事 日 程 

平成２５年８月２６日（月）午後１時開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定について 

日程第 ３ 第 ５号報告 専決処分の報告の件（和解及び損害賠償額の 
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日程第 ５ 第４２号議案 豊能町税条例改正の件 
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日程第 ７ 第４４号議案 豊能町介護保険条例及び豊能町後期高齢者医 

             療に関する条例改正の件 

日程第 ８ 第４５号議案 豊能町農地災害復旧事業の施行について 

日程第 ９ 第４６号議案 平成２５年度豊能町一般会計補正予算の件 

日程第１０ 第４７号議案 平成２５年度豊能町介護保険特別会計事業勘 

             定補正予算の件 

日程第１１ 第 １号認定 平成２４年度豊能町一般会計歳入歳出決算の 

             認定について 

日程第１２ 第 ２号認定 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事 

             業勘定歳入歳出決算の認定について 

日程第１３ 第 ３号認定 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計診 

             療所施設勘定歳入歳出決算の認定について 
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             定歳入歳出決算の認定について 

日程第１６ 第 ６号認定 平成２４年度豊能町下水道事業特別会計歳入 

             歳出決算の認定について 
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             計歳入歳出決算の認定について 

日程第１８ 第 ８号認定 平成２４年度豊能町水道事業会計決算の認定 
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             について 
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開会 午後１時００分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  皆様、こんにちは。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、平成２５

年第４回豊能町議会定例会を開会いたしま

す。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  お諮りいたします。 

  議会広報特別委員会より、今会期中にお

ける写真撮影の申し出があります。 

  申し出どおり写真撮影を許可することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、今会期中、写真撮影を許可いた

します。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行

います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則

第１２０条の規定により、１番・橋本謙司

議員及び２番・井川佳子議員を指名いたし

ます。 

  日程第２「会期の決定について」を議題

といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から９月６日ま

での１２日間といたしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって会期は、本日から９月６日までの

１２日間と決定いたしました。 

  日程第３「第５号報告 専決処分の報告

の件」の説明を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  それでは、第５号報告、専決処分の報告

の件について御説明申し上げます。 

  豊能町立東能勢中学校体育館の裏側の学

校敷地内での草刈り作業中に係る事故につ

きまして、地方自治法第１８０条第１項の

規定により、平成２５年７月５日に専決処

分いたしました和解及び損害賠償について、

同条第２項の規定により御報告申し上げま

す。 

  専決第１０号、事故の概要でございます

が、平成２５年６月１５日、土曜日、午前

１０時５０分ごろ、東能勢中学校体育館の

裏側の学校敷地内において教職員が草刈り

作業中に、草刈り機の刈り刃が小石をはね

飛ばし、隣接する相手方所有の家屋に当該

小石が当たり、１階のガラス戸を損傷させ

たものでございます。 

  相手方は、豊能町余野１７６番地、髙田

春好さんです。 

  和解の内容は、町の過失割合を１００％

とし、相手方所有家屋のガラス戸の修理費

用２万3,０００円を損害賠償金として相手

方に支払うもので、平成２５年７月５日に

和解いたしました。 

  再三の、中学校での事故につきまして、

まことに申しわけございません。今後につ

きましてですが、草刈り作業も、各学校に

草刈り機を配置しておりますので、草刈り

機の危険性、事故についての注意点、それ

から草刈り業務の安全・安心の取り扱いに

ついてマニュアル化をいたしまして、各学

校へ改めて、誰でも見れるように周知させ

ていただきたいと思いますので、何とぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第４「第６号報告 教育に関する事
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務の管理及び執行の状況の点検及び評価の

結果に関する報告の件」の説明を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  それでは、第６号報告、教育に関する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価の

結果に関する報告の件を御報告申し上げま

す。 

  本件は、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第２７条第１項の規定に基づき、

教育委員会の権限に属する事務の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し報告する

ものでございます。 

  点検・評価については、平成２４年度に

教育委員会において執行した事務・事業の

うち、教育委員会事務局の目標設定により

重点的に取り組んだものについて行うこと

を基本としております。 

  本年度、１３項目について点検・評価を

行ったものでございます。 

  点検・評価につきましては、それぞれの

施策の概要・目標、平成２４年度の取り組

み状況とその成果、また残された課題と今

後の対応について記載したものを調書とし

てまとめたものでございます。 

  また、同法第２７条第２項の規定により、

点検・評価を行うに当たっては、教育に関

し学識経験を有する者の知見の活用を図る

ものとされていることから、平成２５年６

月２４日に、２名の学識経験者による聞き

取り、意見交換を行った上で、意見または

要望としていただいたものを報告書に記載

させていただいております。 

  学校教育に関する内容につきましては、

教育総務課から３項目、教育支援課から５

項目の事務について、兵庫教育大学大学院

学校教育研究科、大野裕己准教授から、社

会教育に関する内容については、生涯学習

課及び図書館の事務５項目について、京都

女子大学発達教育学部教育学科、岩槻知也

教授から意見をいただいております。 

  それぞれの事務事業について、点検・評

価を行った内容や、学識経験者からいただ

いた意見・要望などを踏まえ、さらなる教

育施策の充実に取り組んでまいります。 

  なお、この報告書につきましては、今後、

町のホームページ等で公表していくことと

しております。 

  以上、簡単でございますが御報告とさせ

ていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第５「第４２号議案 豊能町税条例

改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  それでは、第４２号議案、豊能町税条例

改正の件について御説明申し上げます。 

  本件は、地方税法の一部改正に伴い、関

係する政省令が改正されたため、本町にお

いても豊能町税条例を改正し、必要な規定

の整備を行うものでございます。 

  条例の主な改正点については、条例の概

要説明資料により説明いたしますので、そ

の概要説明資料のほうをごらん願います。 

  主な改正点は２つございます。 

  一つ目は、個人住民税の公的年金等から

の特別徴収制度についての改正でございま

す。 

  特別徴収対象年金所得者が賦課期日後に

町外に転出された場合において、現在は普

通徴収に変更することとなっておりますが、

一定の要件のもと、特別徴収を継続するこ

とができるようになります。 

  また、年金所得に係る仮特別徴収税額を

当該年金所得者に対して課した前年度分の

年税額の２分の１に相当する額とするよう、
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算定方法を見直すものでございます。 

  なお、この改正による本町の税収に及ぼ

す影響はございません。 

  二つ目は、金融・証券税制の改正等に伴

う所要の規定の整備でございます。特定公

社債等の利子等についても、納税義務者が

申告した場合には所得割の課税対象とし、

分離課税とすることができるようになりま

す。また、特定公社債等の利子所得等及び

譲渡所得等についても、上場株式等の譲渡

損失及び配当所得の損益通算の特例の対象

になります。これらの課税は、税務署に提

出された確定申告書に基づいて行うもので、

影響額は現時点では把握できませんが、本

町の税収に大きな増減を及ぼすものではご

ざいません。 

  なお、施行期日は①の年金特別徴収制度

の改正については、平成２８年１０月１日、

②の金融・証券税制の改正については、平

成２９年１月１日でございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４２号議案は、原案のとおり

可決されました。 

  日程第６「第４３号議案 豊能町国民健

康保険税条例改正の件」を議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第４３号議案、豊能町国民健

康保険税条例改正の件につきまして、提案

理由の説明を申し上げます。 

  今回の改正は、地方税法の一部改正に伴

う関係政省令の改正に伴い、必要な規定の

整備を行うものでございます。 

  資料の概要及び新旧対照表をごらんくだ

さい。 

  まず、上場株式等に係る配当所得等の分

離課税について、特定公社債等の利子が分

離課税の対象とされることに伴い、国保税

の課税の特例の規定について所要の改正を

行うものでございます。 

  次に、株式等に係る譲渡所得等の分離課

税が、一般株式等に係る譲渡所得等の分離

課税と、上場株式等に係る譲渡所得等の分

離課税に改組されることに伴い、国保税の

課税の特例の規定について、一般株式等と

上場株式等の２つの項に分けて規定をする

ものでございます。 

  その他、公社債等の株式等に係る所得に

対する課税標準の細目を定める規定につい

て整理をするものでございます。 

  なお、附則として、この条例の施行は平

成２９年１月１日からとし、また経過措置

として平成２８年度までの国民健康保険税

については、なお従前のとおりとするもの

でございます。 

  説明は以上です。御審議いただき決定賜

りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 



 

 1－7 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４３号議案は、原案のとおり

可決されました。 

  日程第７「第４４号議案 豊能町介護保

険条例及び豊能町後期高齢者医療に関する

条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第４４号議案、豊能町介護保

険条例及び豊能町後期高齢者医療に関する

条例改正の件につきまして、提案理由の説

明をさせていただきます。 

  今回の改正は、地方税法の一部を改正す

る法律による地方税法の延滞金の割合に関

する規定の改正に伴い、介護保険及び後期

高齢者医療の保険料の延滞金の割合を引き

下げるものでございます。 

  それでは、概要及び新旧対照表をごらん

ください。 

  現在、介護保険及び後期高齢者医療の保

険料に係る延滞金の割合については、納期

限の翌日から１カ月間は年4.３％、１カ月

経過後は年１4.６％と定められています。

これを、今回の改正で、納期限の翌日から

１カ月間は、新たに定められた特例基準割

合に年１％を加算した割合、１カ月経過後

は、特例基準割合に年7.３％の加算をした

割合とするものでございます。 

  なお、附則として、この条例の施行は、

平成２６年１月１日からとし、経過措置と

して施行日以後の期間に対応する延滞金に

ついて適用するものでございます。 

  説明は以上です。御審議賜り決定賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４４号議案は、原案のとおり

可決されました。 

  日程第８「第４５号議案 豊能町農地災

害復旧事業の施行について」を議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  それでは、第４５号議案、豊能町農地災

害復旧事業の施行についての件について御

説明申し上げます。 

  土地改良法第９６条の４第１項において

読み替えて準用する同法第８８条第１項の

規定により、豊能町営土地改良事業を施行

することについて、議会の議決を求めるも

のでございます。 
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  提案理由としましては、平成２５年６月

１９日から２０日までの梅雨前線豪雨によ

り被災した農地の応急工事計画について、

土地改良法第９６条の４第１項において読

み替えて準用する同法第８８条第１項の規

定により、議会の議決を求めるものでござ

います。 

  次のページをお願いいたします。 

  事業名としましては、平成２５年６月１

９日から２０日までの梅雨前線豪雨による

災害復旧事業でございます。 

  総事業費は７３万円でございます。 

  事業施行場所は、豊能町川尻７３３番地

１で、農地が１件でございます。 

  事業期間は、平成２５年９月から平成２

６年３月とするものでございます。 

  事業内容は、平成２５年６月１９日から

２０日までの梅雨前線豪雨により被災した

農地の復旧を行い、従前の効用を回復する

ものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御決定賜りますようによろしくお願い

申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４５号議案は、原案のとおり

可決されました。 

  日程第９「第４６号議案 平成２５年度

豊能町一般会計補正予算の件」を議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  それでは、第４６号議案、平成２５年度

豊能町一般会計補正予算の件につきまして、

提案理由を御説明申し上げます。 

  お手元の補正予算書の１ページをごらん

ください。 

  平成２５年度豊能町一般会計補正予算

（第３回）でございます。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

予算の総額にそれぞれ4,３８２万6,０００

円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ６３億4,５２８万8,０００円と

するものでございます。 

  補正の款項の区分及び補正後の歳入歳出

の予算の金額は、２ページから４ページま

での「第１表 歳入歳出予算補正」に記載

のとおりでございます。 

  次に、第２条といたしまして、地方債の

追加及び変更でございます。５ページの

「第２表 地方債補正」をごらんください。 

  地方債の追加でありますが、７．道路舗

装事業の財源措置として、地方債を新たに

発行するものでございます。 

  地方債の変更ですが、５．臨時財政対策

債につきまして、本年度の普通交付税の算

定に合わせて発行可能額が確定したことに

伴い、1,８３２万4,０００円を増額し、限

度額を４億3,２８２万4,０００円に変更す

るものでございます。 

  それでは、今回の歳入歳出予算の補正内

容につきまして御説明申し上げます。 

  最初に歳出から御説明申し上げます。１
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４ページをお開きください。 

  款３・民生費、項１・社会福祉費、目

１・社会福祉総務費の９．障害者自立支援

事業及び款４・衛生費、項１・保健衛生費、

目２・予防費の２．成人健康増進事業です

が、ともに平成２４年度事業費の確定に伴

う償還金でございます。 

  次に、１５ページの款４・衛生費、項

２・清掃費、目１・塵芥処理費の２．広域

ごみ処理事業は、豊能郡環境施設組合に対

する負担ですが、これは美化センター周辺

安全化対策事業として、施設内の調整池の

水処理装置の更新や、能勢高校農場の西池

の改修等を行うものでございます。 

  次に、款８・土木費、項２・道路橋梁費、

目２・道路舗装費の１．道路舗装事業です

が、本年度の国交付金が当初見込みより多

く交付されるため、来年度以降の計画を前

倒しして、光風台環状線の舗装工事を施行

するものでございます。 

  次に、１６ページの款１０・教育費、項

１・教育総務費、目２・事務局費の５．学

校教育充実事業ですが、府補助金を活用し、

エネルギー教育のための教材を購入するも

のでございます。 

  次の款１３・災害復旧費、項１・農林水

産施設災害復旧費、目１・耕地災害復旧費

ですが、さきの第４５号議案で御決定いた

だきました農地災害復旧事業を行うもので

ございます。 

  歳出の御説明は以上でございます。 

  次に、歳入について御説明申し上げます。 

  ９ページへお戻りください。 

  款９・地方特例交付金及び款１０・地方

交付税ですが、いずれも交付額の確定に伴

う補正でございます。 

  １０ページをお開きください。 

  款１２・分担金及び負担金、項２・分担

金、目１・災害復旧費分担金ですが、耕地

災害復旧に係る受益者分担金でございます。 

  次に、款１４・国庫支出金、項１・国庫

負担金、目１・民生費国庫負担金ですが、

平成２４年度事業費の確定に伴う交付でご

ざいます。 

  次に、１１ページの項２・国庫補助金、

目３・土木費国庫補助金ですが、歳出のと

ころで御説明申し上げました光風台環状線

の舗装工事に対して交付されるものでござ

います。 

  次に、款１５・府支出金、項１・府負担

金、目１・民生費府負担金ですが、平成２

４年度事業費の確定に伴う交付でございま

す。 

  １２ページをお開きください。 

  同じく府支出金の項２・府補助金、目

９・教育費府補助金ですが、歳出のところ

で御説明申し上げました、エネルギー教育

のための教材整備に対して交付されるもの

でございます。 

  次に、目１０・災害復旧費府補助金です

が、耕地災害復旧事業に対して交付される

ものでございます。 

  次に、款１８・繰入金、項１・基金繰入

金、目１・財政調整基金繰入金ですが、今

回の補正による財源調整として１億8,７７

２万1,０００円を減額するものでございま

す。 

  次に、１３ページの項２・特別会計繰入

金、目１・介護保険特別会計事業勘定繰入

金ですが、平成２４年度の事業費の確定に

伴い、一般会計に繰り戻すものでございま

す。 

  最後に、款２１・町債ですが、５ページ

の「第２表 地方債補正」のところで御説

明申し上げたとおりでございます。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議いただき御決定賜りますよう、お願いい

たします。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  永並啓議員。 

○７番（永並 啓君） 

  １６ページ、教育費の学校教育充実事業

ですけども、これはエネルギーに関する教

育支援事業府補助金を活用するということ

は、エネルギーに関する何かの授業をする

のかなという感じなんですけど、もう少し

具体的に、どういった教材を買って、それ

は対象はどの学年を対象にするのか、ただ

教材を買ってどこか、書庫か何か、図書室

か何かに置くのか、授業という形でするの

か、ちょっともう少し詳しいことを教えて

いただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  永並議員の御質疑にお答えいたします。 

  どういったものに使うかということで、

まずは電気をテーマとしたエネルギーの教

材ということで、小学校でも中学校でも電

気の教育というカリキュラムは各学年の中

に組み込まれておりまして、主に学校から

必要として、教材ですので、上がってまい

りましたのは、まず目に見えない電気、こ

れをどういうふうに発電するのかというと

ころで、手回し発電機、発電の仕組みを勉

強してもらう。それから、学校によっては、

ＮＨＫがつくっております環境ビデオ、地

球に優しい発電に関するビデオを購入して、

発電のあり方をいろいろ、こういった発電

方法がありますということで、発電や燃料

について勉強するというところが主な内容

でございます。大体１校当たり５万円とい

うところで、６校中５校が、今、提案をい

ただいたところで、ちょっと１校は提案が

出てこなかったというところで、５校のみ

でまとめさせていただいております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４６号議案は、原案のとおり

可決されました。 

  日程第１０「第４７号議案 平成２５年

度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予

算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第４７号議案、平成２５年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算

（第１回）について、提案理由を説明させ

ていただきます。 

  今回の補正は、平成２４年度の介護保険

給付費負担金等の精算による国府等への償

還金及び平成２４年度介護保険料の余剰分

の介護給付費準備基金積立金などによるも

のでございます。 

  補正予算書の１ページをお開きください。 

  既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ5,

２３２万9,０００円を増額し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ１７億8,０６８万1,０

００円とするものでございます。 
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  それでは歳出より説明申し上げます。補

正予算書の６ページをお開きください。 

  款５・基金積立金、項１・基金積立金、

目１・介護給付費準備基金積立金の2,７２

７万6,０００円は、平成２４年度介護保険

料余剰分の基金として積み立てるものでご

ざいます。 

  続きまして、款７・諸支出金、項１・償

還金及び還付金、目２・国府等支出金償還

金の1,５８４万3,０００円は、平成２４年

度の介護保険事業における給付実績等の精

算により、国府等へ償還をするものでござ

います。 

  ７ページの、同款の項２・繰出金、目

１・一般会計繰出金の９２１万円は、平成

２４年度の介護保険事業における給付実績

等の精算により、一般会計に繰り戻すもの

でございます。 

  次に、歳入の説明をさせていただきます。

５ページをごらんください。 

  款９・繰越金の5,２３２万9,０００円は、

平成２４年度決算における繰越金でござい

ます。 

  説明は以上です。審議いただき決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４７号議案は、原案のとおり

可決されました。 

  日程第１１「第１号認定 平成２４年度

豊能町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  川上会計管理者。 

○会計管理者（川上和博君） 

  第１号認定、平成２４年度豊能町一般会

計歳入歳出決算の内容につきまして、その

概要を述べ、提案説明とさせていただきま

す。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、監査委員の決算

審査意見書をつけまして議会の認定に付す

るものでございます。 

  それでは、平成２４年度大阪府豊能郡豊

能町一般会計特別会計歳入歳出決算書の一

般会計歳入歳出決算書をお開き願います。

決算書の５ページをお願いします。 

  歳入合計は、６３億8,６６６万2,１８４

円、歳出合計は６１億7,１６４万2,８５２

円でございまして、差引残高２億1,５０１

万9,３３２円でございますが、６月議会に

御報告申し上げましたとおり、繰越明許費

と継続費の予算繰越がございまして、翌年

度へ繰り越すべき額6,４３５万2,０７０円

を差し引きました再差し引き後の実質収支

額１億5,０６６万7,２６２円の黒字となり、

翌年度に繰り越すものでございます。 

  では、まず歳入から御説明をさせていた

だきます。 

  ６ページから８ページになりますが、８

ページの最下段の収入済額でございますが、

６３億8,６６６万2,１８４円で、予算現額

に対しまして９6.６％の収入率となってお

ります。前年度と比較しますと1.３％の減

となっており、不納欠損額は９２３万6,４
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６０円、収入未済額は１億2,４５１万7,０

６４円となっております。 

  歳入の主なものとしまして、まず６ペー

ジの款１・町税でございます。平成２４年

度決算額は２１億4,３３３万1,６５６円で、

前年度と比べまして約9,４３６万円、率に

しまして4.２％の減となっております。減

の主な内訳としましては、固定資産税と個

人町民税の減収が主なものでございます。 

  次に、７ページの款１０・地方交付税で

ございます。決算額は１９億8,８１６万6,

０００円で、前年度に比べまして4,４０７

万2,０００円、率にして2.３％の増となっ

ております。 

  今申しました町税と地方交付税で、歳入

のおおむね６５％という比率になっており

ます。 

  続きまして、款１４・国庫支出金でござ

いますが、決算額は２億8,５３４万2,６３

４円で、前年度に比べまして２0.９％と大

幅な減となっております。これは、地域活

性化交付金等の減額というものと、平成２

４年度の補正予算で事業化、歳入を見込み

ました事業が、ほとんど翌年度に繰り越し

たことによる歳入の減でございます。 

  続きまして、款１５・府支出金でござい

ますが、決算額は３億4,３９３万9,８８１

円で、前年度に比べ、これも9.８％の減と

なっております。これは、平成２３年度に

ございました緊急雇用創出事業が平成２４

年度はなかったこと、災害復旧費府補助金

等が減額になったこと、それから選挙関係

の委託金等の減でございます。 

  さらに、平成２４年度決算の特色の一つ

として、８ページの款１８・繰入金がござ

います。基金繰入金は３年ぶりでございま

すが、消防庁舎新築に伴う公共施設整備基

金から5,０００万円を繰り入れており、ま

た旧吉川公民館改修等の普通財産管理事業

等に充当するため、吉川財産区から5,６６

６万6,８０３円を繰り入れております。 

  最後に、款２１・町債でございます。決

算額は５億6,９５６万7,０００円で、前年

度に比べ１7.４％の大幅な増となっており

ます。これは、臨時財政対策債の一部を借

り換えたことによる歳入の増でございます。 

  以上が歳入の主なものでございます。 

  続きまして歳出でございますが、９ペー

ジから１１ページでございます。 

  歳出合計は、１１ページの最下段でござ

いまして、６１億7,１６４万2,８５２円で

ございます。予算現額に対する執行率は９3.

３％と、例年になく低い数字となっており

ますが、これは予算繰越が３億1,７４９万4,

０００円あることによるものであり、不用

額を見てみますと、１億2,４５５万2,１４

８円と、前年度を下回る額となっておると

ころでございます。 

  それでは、歳出の主なものでございます

が、９ページの款２・総務費でございます。

決算額は１４億3,４３６万3,４２４円で、

執行率９8.８％、前年度に比べまして1.

０％の増となっております。この費目にお

きましては、普通財産管理事業、住宅情報

推進化事業、西地区路線バス確保維持事業

等が増額要因となったところでありますが、

人件費事業、基金管理事務事業、無線シス

テム普及支援事業補助金等が減額要因とな

っており、歳出の構成比率では２3.２％が

総務費の比率となっております。 

  続きまして、款３・民生費でございます

が、決算額は１４億6,５０９万8,６６３円

で、執行率９6.６％でございます。前年度

に比べ1.６％の増となっており、民生費に

おきましては、障害者の福祉事業や介護保

険特別会計繰出金等が増額要因でございま

すが、子ども手当の制度改正に係る費用の

減が減額要因となり、前年度比1.６％の増
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となっており、歳出の款別構成比率でいき

ますと２3.７％を占めております。 

  款４・衛生費の決算額は、８億8,９１０

万6,５７６円で、執行率は９8.２％であり、

前年度に比べ2.０％の増となっております。

この費目におきましては、昨年度は、保健

センター・豊悠プラザの統合整備事業、こ

れが新たな事業でございましたのと、国崎

クリーンセンターの運営事業負担金等が増

額となっておる要因であり、一方、豊能郡

美化センター整理事業は減額となっており

ます。 

  １０ページの款８・土木費でございます

が、決算額２億7,４９６万3,４６２円で、

執行率は７8.０％、額は前年度に比べ１7.

５％と、大幅な減でございます。この原因

は、道路橋梁費の光風台大橋耐震化補強事

業や、年度途中の補正予算で計上しました

道路舗装事業費、これらが翌年度に繰り越

したことによるものでございます。 

  続きまして、款９・消防費の決算額は、

３億8,４７７万4,９５９円で、執行率は６

１％と低い数字でございますが、執行額は

前年度に比べ5.４％の増となっております。

消防費におきましては、昨年度は消防分団

の車両の更新はありませんでしたが、消防

庁舎の新築移転工事関係費、設計費、前払

い金等の執行が、執行額の増額に寄与し、

執行率の低率の原因となったのは、建設工

事費の大半を翌年度に繰り越したことによ

るものでございます。 

  続きまして、款１０・教育費でございま

すが、決算額７億8,７１３万1,９３０円、

執行率９7.１％で、前年度に比べ5.６％の

減となっております。この費目におきまし

ては、前年度から繰り越しましたスポーツ

広場施設移転工事等の増加要因はあったも

のの、義務教育施設の耐震補強工事等の工

事が前年度で終わったこと等により減とな

っておるところでございます。 

  最後に、款１１・公債費でございますが、

決算額７億５５２万6,９５６円、執行率は

１００％でございます。前年度に比べ２9.

１％の大幅増となっております。これは、

歳入でも申しましたように、臨時財政対策

債の一部を、借り換えを行っております。

そのために繰上償還ということを行ったこ

とによる増でございます。 

  以上が歳出の主なものでございます。 

  なお、地方自治法施行令第１６６条第２

項に規定しております歳入歳出決算事項別

明細書、それから実質収支に関する調書及

び財産に関する調書は、決算書の１３ペー

ジから１８７ページに記載しております。

あわせまして、別冊の主要施策成果報告書

もごらんいただきまして、御参照いただき

ますよう、よろしくお願い申し上げます。 

  以上、簡単でございますが決算の概要の

説明とさせていただきます。よろしく御審

議の上、御認定いただきますよう、よろし

くお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１２「第２号認定 平成２４年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入

歳出決算の認定について」を議題といたし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第２号認定、平成２４年度豊

能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳

出決算の認定につきまして、提案の概要を

説明させていただきます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の１９３ページをごらんください。 

  歳入合計２６億8,５８２万9,５２１円、
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歳出合計２５億5,３００万7,０５５円で、

差引残高１億3,２８２万2,４６６円を翌年

度に繰り越すものでございます。 

  決算書の１９４ページ、１９５ページを

ごらんください。 

  まず、歳入より説明申し上げます。款

１・国民健康保険税は、予算現額６億4,５

９０万8,０００円、調定額６億4,９２５万2,

９７３円に対し、収入済額５億8,１６０万8,

１９２円、不納欠損額５３７万7,３９４円、

収入未済額6,２２６万7,３８７円でござい

ます。 

  次に、款２・使用料及び手数料でござい

ますが、予算現額２５万1,０００円に対し

調定額、収入済額とも２５万3,４００円で、

これは保険税徴収に係ります督促手数料等

であります。 

  款３・国庫支出金は、予算現額４億5,０

６６万3,０００円に対し、調定額、収入済

額とも３億6,５４８万1,１４５円であり、

これは一般被保険者に係ります医療給付費

等に対する国庫負担金補助金でございます。 

  次に、款４・療養給付費等交付金ですが、

予算現額１億9,４３７万1,０００円に対し、

調定額、収入済額とも１億8,７４２万7,０

００円で、退職者医療給付費並びに退職被

保険者に係ります後期高齢者支援金相当額

に対する交付金であります。 

  款５・前期高齢者交付金は、予算現額９

億4,８９６万6,０００円に対し、調定額、

収入済額とも９億3,９８４万2,４７８円で、

これは６５歳から７４歳の被保険者に係る

医療給付費のうち、全国平均を上回る分を

交付金として交付されたものでございます。 

  款６・府支出金ですが、予算現額１億5,

５３２万6,０００円に対し、調定額、収入

済額とも9,９８３万1,５８２円で、これは

一般被保険者に係ります医療給付費等に対

する負担金と補助金でございます。 

  款７・共同事業交付金は、予算現額２億4,

３４５万2,０００円に対して、調定額、収

入済額とも２億１８２万4,２７３円で、こ

れは１件当たり一定額以上となる保険給付

に対し、大阪府内の保険者が共同で負担し

合うことにより、保険財政の安定化を相互

に図ることを目的とした交付金でございま

す。 

  款８・繰入金ですが、予算現額１億1,４

７１万4,０００円に対し、調定額、収入済

額とも１億８９７万6,４２８円で、これは

一般会計からの繰入金であり、保険基盤安

定繰入金等でございます。 

  款９・繰越金は、予算現額１億3,０２６

万3,０００円に対し、調定額、収入済額と

も１億9,６８９万8,６９４円で、前年度か

らの繰越金でございます。 

  款１０・諸収入は、予算現額５７万9,０

００円に対し、調定額、収入済額とも３６

８万6,３２９円であり、これは第三者行為

損害賠償金及び延滞金等の収入でございま

す。 

  款１１・財産収入は、予算現額1,０００

円でありますが、収入はございませんでし

た。 

  次に、歳出について説明を申し上げます。 

  １９６ページ、１９７ページをごらんい

ただきます。 

  款１・総務費でございますが、予算現額3,

３３０万5,０００円に対し、支出済額3,２

３０万7,４３６円で、この経費は職員の人

件費と国民健康保険事務事業の管理運営費、

保険税の賦課徴収等の事務及び国保運営協

議会に要した経費でございます。 

  款２・保険給付費は、予算現額１９億3,

４２４万9,０００円に対し、支出済額１７

億5,９１６万6,７８０円で、療養諸費、高

額療養費等の給付費に要した経費でござい

ます。 
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  款３・後期高齢者支援金等は、予算現額

３億1,９６６万8,３１０円に対しまして、

支出済額３億1,９６６万5,７７９円で、こ

れは７５歳以上の方が加入する後期高齢者

医療保険制度の医療給付費のうち４割に相

当する額を７５歳未満の世代が支援するた

めに各医療保険者に義務づけられた経費で

ございます。 

  款４・前期高齢者納付金等は、予算現額

３９万1,０００円に対し、支出済額３４万4,

０５８円で、高齢者の医療の確保に関する

法律による納付金に要した経費でございま

す。 

  款５・老人保健拠出金は、予算現額１万5,

０００円に対しまして、支出済額１万3,７

５３円で、この経費は老人保健法による拠

出金に要した経費でございます。 

  款６・介護納付金でありますが、予算現

額１億2,９２５万9,０００円に対し、支出

済額１億2,９１０万6,９１４円で、介護保

険法による納付金に要した経費でございま

す。 

  款７・共同事業拠出金は、予算現額２億6,

６４７万1,０００円に対し、支出済額２億5,

３３５万5,１４９円であり、この経費は保

険財政共同安定化事業等に拠出した経費で

ございます。 

  款８・保健事業費は、予算現額2,１８０

万7,０００円に対し、支出済額1,６３１万7,

８０６円であります。特定健康診査及び保

健啓発に要した経費でございます。 

  款９・基金積立金、款１０・公債費につ

きましては、執行額がございません。 

  款１１・諸支出金は、予算現額5,０４３

万円に対しまして、支出済額4,２７２万9,

３８０円で、これは保険税の還付金、国等

への償還金及び診療所施設勘定に繰り出し

た経費でございます。 

  款１２・予備費につきましては、執行額

はございません。 

  説明は以上でございます。御審議の上、

認定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１３「第３号認定 平成２４年度

豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘

定歳入歳出決算の認定について」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第３号認定、平成２４年度豊能町国民健

康保険特別会計診療所施設勘定歳入歳出決

算の認定につきまして、提案の理由を説明

いたします。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２３７ページをごらんください。 

  歳入合計１億８７０万2,９３８円、歳出

合計１億３３６万3,０８３円で、差引残高

５３３万9,８５５円を翌年度に繰り越すも

のでございます。 

  ２３８ページ、２３９ページをごらんく

ださい。 

  まず歳入でございますが、款１・診療収

入は予算現額7,９１９万6,０００円に対し、

調定額、収入済額とも8,１６１万3,６７７

円で、これは内科、歯科の診療収入でござ

います。 

  次の款２・使用料及び手数料は、予算現

額１６万5,０００円で、調定額、収入済額

とも１４万3,９９６円となっております。

これは診断書等の手数料及び職員駐車場の

使用料収入でございます。 

  款３・寄附金につきましては、収入はご

ざいません。 

  款４・繰越金は、予算現額1,０００円に

対し、調定額、収入済額とも６４万5,０３
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５円で、前年度からの繰越金でございます。 

  款５・繰入金は、予算現額2,５１３万6,

０００円に対し、調定額、収入済額とも2,

５７０万7,５００円で、一般会計及び国民

健康保険特別会計事業勘定からの繰入金で

ございます。 

  款６・諸収入は、予算現額７０万1,００

０円に対し、調定額、収入済額とも５９万2,

７３０円であります。これは薬の容器代等

の雑収入でございます。 

  次に、歳出について説明申し上げます。 

  款１・総務費でございますが、予算現額5,

５２５万8,０００円に対し、支出済額5,４

０５万9,３０１円であり、職員人件費及び

診療所の管理運営費に要した経費でござい

ます。 

  次の款２・医業費は、予算現額4,２３９

万5,０００円に対しまして、支出済額4,１

９０万8,１５２円で、これは薬剤費及び医

療用の消耗器材等に要した経費でございま

す。 

  款３・公債費は、予算現額７４９万7,０

００円に対し、支出済額７３９万5,６３０

円で、診療所建設起債に対する元金と利子

の償還金でございます。 

  款４・予備費につきましては充当してお

りません。 

  説明は以上でございます。御審議の上、

認定くださいますよう、お願い申し上げま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１４「第４号認定 平成２４年度

豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第４号認定、平成２４年度豊能町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

きまして、提案の理由を説明させていただ

きます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２６３ページをごらんください。 

  歳入合計３億3,５３６万9,０４２円、歳

出合計３億2,３９６万3,８５７円、差引残

高1,１４０万5,１８５円を翌年度に繰り越

すものでございます。 

  ２６４ページをごらんください。 

  まず、歳入ですが、款１・後期高齢者医

療保険料は、予算現額２億9,９６０万8,０

００円、調定額２億9,１１２万３１５円に

対し、収入済額が２億8,７５４万3,５９６

円、不納欠損額８万8,０００円、収入未済

額が３４８万8,７１９円であります。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額８

万8,０００円に対しまして、調定額、収入

済額とも４万2,４００円で、これは保険料

徴収に係ります督促手数料の収入でござい

ます。 

  款３・繰入金は、予算現額4,００６万9,

０００円に対しまして、調定額、収入済額

とも3,９９９万4,７８２円で、一般会計か

らの繰入金でございます。 

  款４・繰越金は、予算現額７７８万8,０

００円で、調定額、収入済額とも７７８万8,

２３７円です。前年度からの繰越金でござ

います。 

  款５・諸収入は、予算現額4,０００円で、

調定額、収入済額とも２７円でございます。 

  続きまして、歳出の説明を申し上げます。

２６５ページをごらんください。 

  款１・総務費は、予算現額２５５万8,０

００円に対しまして、支出済額は２５０万8,

２１４円で、これは賦課徴収事務に要した

経費でございます。 

  款２・後期高齢者医療広域連合納付金は、
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予算現額３億4,４２４万7,０００円に対し、

支出済額３億2,１０６万9,９７４円で、こ

れは保険基盤安定負担金及び保険料等収納

額相当額の負担金であります。 

  款３・諸支出金は、予算現額５０万円に

対して、支出済額３８万5,６６９円です。

これは保険料の還付金でございます。 

  款４・予備費につきましては充当してお

りません。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き認定くださるよう、よろしくお願い申し

上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１５「第５号認定 平成２４年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出

決算の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第５号認定、平成２４年度豊能町介護保

険特別会計事業勘定歳入歳出決算の認定に

つきまして、提案の説明を申し上げます。 

  本件につきましては、地方自治法第２３

３条第３項の規定により、議会の認定に付

するものでございます。 

  決算書の２８１ページをごらんください。 

  歳入合計１５億8,３５１万8,４７５円、

歳出合計１５億3,１１９万４２４円であり、

差引残高5,２３２万8,０５１円を翌年度に

繰り越すものでございます。 

  決算書の２８２ページをごらんください。 

  まず歳入でございますが、款１・保険料、

予算現額３億6,３７７万円、調定額３億7,

０５４万6,５０６円に対し、収入済額３億6,

６５３万8,３８１円、不納欠損額１１０万6,

１９６円、収入未済額２９０万1,９２９円

で、これは第１号被保険者による介護保険

料収入でございます。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額６

８７万4,０００円、調定額、収入済額とも

６９８万4,０３４円で、これは新予防給付

ケアマネジメント手数料及び介護保険料の

督促手数料収入でございます。 

  款３・国庫支出金は、予算現額３億１４

９万8,０００円に対し、調定額、収入済額

とも２億6,６０１万8,０３４円で、これは

介護給付費及び介護予防事業費等に対する

国庫負担金補助金並びに交付金でございま

す。 

  款４・支払基金交付金は、予算現額４億2,

６０１万9,０００円に対しまして、調定額、

収入済額とも４億３５４万8,３６７円で、

これにつきましても介護給付費及び介護予

防事業費等に対する交付金で、第２号被保

険者保険料による交付金でございます。 

  款５・府支出金は、予算現額１億9,９９

８万8,０００円に対し、調定額、収入済額

とも２億1,９３５万3,９７７円で、これも

介護給付費及び介護予防事業費等に対する

府負担金並びに補助金でございます。 

  款６・財産収入につきましては、収入は

ございません。 

  款７・繰入金は、予算現額２億6,６４２

万2,０００円に対しまして、調定額、収入

済額とも２億5,００６万1,０００円であり、

一般会計及び基金からの繰入金でございま

す。 

  款８・諸収入は、予算現額７１万9,００

０円に対し、調定額、収入済額とも４３万9,

０００円で、地域支援事業利用者負担金等

でございます。 

  款９・繰越金は、予算現額7,０５７万7,

０００円に対し、調定額、収入済額とも7,

０５７万5,６８２円で、前年度からの繰越

金でございます。 

  続きまして、歳出の説明を申し上げます。 

  ２８４ページ、２８５ページをごらんく

ださい。 
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  款１・総務費は、予算現額5,６１０万5,

０００円に対しまして、支出済額4,８２５

万9,６４６円です。この経費は、介護保険

事務事業の管理運営及び保険料の賦課徴収

等の事務に要した経費でございます。 

  款２・保険給付費は、予算現額１４億3,

３０２万8,０００円に対し、支出済額１３

億5,１３４万2,１０５円で、介護サービス

費、介護予防サービス費、高額介護サービ

ス費、特定入所者介護サービス費及び審査

支払手数料等に要した経費でございます。 

  款３・財政安定化基金拠出金は、大阪府

に設置されております財政安定化基金に拠

出する経費でございますが、前年度に引き

続き平成２４年度におきましても支出額は

ございません。 

  款４・地域支援事業費は、予算現額6,０

４９万1,０００円に対しまして、支出済額5,

０３９万8,５３４円で、これは介護予防事

業並びに包括的支援事業などに要した経費

でございます。 

  款５・基金積立金は、予算現額6,６５６

万3,０００円に対し、支出済額6,４９８万4,

８２１円で、これは介護給付費準備基金へ

の積立金でございます。 

  款６・公債費につきましては執行してお

りません。 

  款７・諸支出金、予算現額1,９２８万円

に対しまして、支出済額1,６２０万5,３１

８円で、これは介護保険料の還付金及び国

府、支払基金等への償還に要した経費でご

ざいます。 

  款８・予備費につきましては充当してお

りません。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き認定くださるよう、お願い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１６「第６号認定 平成２４年度

豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  第６号認定、平成２４年度豊能町下水道

事業特別会計歳入歳出決算の認定について、

地方自治法第２３３条第３項の規定により、

別紙監査委員の意見を付けて、議会の認定

をお願いするものでございます。 

  それでは、決算書の３２５ページをお開

き願います。 

  平成２４年度豊能町下水道事業特別会計

の決算は、歳入合計４億1,９５８万6,１７

７円、歳出合計４億５６０万3,１８３円、

差引残高1,３９８万2,９９４円となり、こ

れを翌年度へ繰り越しをするものでござい

ます。 

  歳出より御説明申し上げます。 

  ３３６ページをお開き願います。 

  下水道総務費は、予算現額2,６１４万9,

０００円、支出済額2,４９４万7,０３５円、

執行率９5.４％であります。不用額は１２

０万1,９６５円でございます。これは、下

水道の事務管理に要した費用でございます。

主なものは、報償費、各協議会の負担金、

補償補填及び賠償金、償還金、積立金、公

課費などでございます。 

  下水道維持管理費は、予算現額１億4,５

８８万9,０００円、支出済額１億3,１４６

万7,９４６円、執行率は９0.１％でござい

ます。不用額1,４４２万1,０５４円でござ

います。これは、下水道の維持管理に要し

た費用でございます。主なものは人件費、

施設運転に要する電気代、電話回線使用料、

ポンプの人孔清掃業務、ときわ台中継ポン

プ場の電気保安業務、同じく維持管理業務、

流域下水道維持管理負担金、水道事業会計

への負担金でございます。なお不用額は流

域下水道維持管理負担金等の減によるもの
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でございます。 

  ３３８ページをお開きください。 

  下水道整備費は、予算現額6,０５６万5,

０００円、支出済額5,５０１万6,８６６円、

執行率は９0.８％でございます。不用額５

５４万8,１３４円でございます。これは下

水道の整備に要した費用でございます。主

なものは人件費、ときわ台中継ポンプ場更

新事業設計業務、管渠更正工事、流域下水

道建設負担金などでございます。なお不用

額は、負担金などの減によるものでござい

ます。 

  ３４０ページをお開きください。 

  公債費は、予算現額１億9,５２７万4,０

００円、支出済額１億9,４１７万1,３３６

円、不用額１１０万2,６６４円でございま

す。内容は償還金の元金及び利子でござい

ます。 

  ３４２ページをお開きください。 

  予備費の執行はございませんでした。 

  続きまして、３３０ページをお開き願い

ます。歳入について御説明申し上げます。 

  款１・分担金及び負担金の下水道負担金

は、予算現額2,０００円、調定額１２６万3,

１３０円、収入済額ゼロでございます。収

入未済額１２６万3,１３０円でございます。

これは受益者分担金でございます。 

  款２・使用料及び手数料は、使用料で、

予算現額２億2,２９５万9,０００円、調定

額２億4,０６８万6,１２２円、収入済額２

億2,２７６万3,３３１円、不納欠損額１１

万8,４０１円、収入未済額1,７８０万4,３

９０円でございます。これは下水道の使用

料でございます。下水道手数料は、予算現

額１３万4,０００円、調定額、収入済額と

も１７万3,０００円でございます。これは

指定工事店登録手数料と責任技術者登録手

数料でございます。 

  款３・国庫支出金は、下水道費国庫補助

金で、予算現額３００万円、調定額、収入

済額とも３００万円でございます。 

  ３３２ページをお開きください。 

  款４・財産収入は、利子及び配当金で、

予算現額５０万1,０００円、調定額、収入

済額とも２９万8,１８０円でございます。

これは基金の利息でございます。 

  款５・繰入金は、一般会計繰入金で、予

算現額8,９１１万2,０００円、調定額、収

入済額とも8,０６４万8,０００円でござい

ます。これは一般会計からの繰入金でござ

います。下水道建設基金繰入金は、予算現

額1,６９７万7,０００円、調定額、収入済

額とも1,６９７万4,６００円でございます。

これは下水道建設基金からの繰り入れたも

のでございます。 

  款６・繰越金は、予算現額1,０６５万3,

０００円、調定額、収入済額とも1,０６５

万2,９２０円でございます。これは前年度

からの繰越金でございます。 

  ３３４ページをお開きください。 

  款７・諸収入は、預金利子で、予算額1,

０００円に対して収入はございませんでし

た。雑入は、予算現額４１４万1,０００円、

調定額、収入済額とも４１６万7,４８６円

でございます。これは排水設備工事調書代

や総合賠償保険金等によるものでございま

す。延滞金・加算金及び過料は、過料とし

て調定額、収入済額とも8,６６０円でござ

います。これは、未申請による使用により

過料したものでございます。 

  款８・町債は、予算現額8,０９０万円、

調定額、収入済額とも8,０９０万円でござ

います。内訳としましては、流域下水道債、

下水道事業債、資本費平準化債でございま

す。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御認定いただきますよう、よろしくお願

い申し上げます。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１７「第７号認定 平成２４年度

豊能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第７号認定、平成２４年度豊

能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決

算の認定について、地方自治法第２３３条

第３項の規定により、議会の認定に付する

ものでございます。 

  決算書の３４７ページをお開き願います。 

  平成２４年度豊能町生活排水処理事業特

別会計の決算は、歳入合計1,０７８万5,９

８６円、歳出合計1,０７８万5,９８６円で

ございます。 

  歳出より御説明申し上げます。 

  ３５６ページをお開きください。 

  下水道費の下水道維持管理費は、予算現

額５８９万1,０００円、支出済額５６５万1,

２８２円、執行率は９5.９％でございます。

不用額は２３万9,７１８円でございます。

これは下水道の維持管理に要した経費でご

ざいます。主なものは、修繕料で浄化槽の

ポンプ入れ替え、手数料で汚泥処理手数料、

業務委託料で水質検査と浄化槽保守点検清

掃業務などでございます。 

  下水道整備費の執行はございませんでし

た。 

  ３５８ページをお開きください。 

  公債費は、予算現額５１３万5,０００円、

支出済額５１３万4,７０４円、不用額は２

９６円でございます。これは生活排水処理

施設整備事業に充当するため借り入れた起

債の元金と利子の償還に要した経費でござ

います。 

  予備費の執行はございませんでした。 

  続きまして、歳入の御説明を申し上げま

す。 

  ３５２ページをお開き願います。 

  款１・分担金及び負担金はございません

でした。 

  款２・使用料及び手数料は、予算現額１

９１万2,０００円、調定額２１１万2,３１

２円、収入済額１９９万5,２２２円、収入

未済額１１万7,０９０円、これは生活排水

処理施設使用料でございます。 

  款３・繰入金は、予算現額９１９万2,０

００円、調定額、収入済額とも８７９万７

６４円でございます。これは一般会計から

の繰入金でございます。 

  款４・繰越金と、３５４ページの款５・

諸収入はございませんでした。 

  以上でございます。よろしく御審議賜り

御認定いただきますようお願い申し上げま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  日程第１８「第８号認定 平成２４年度

豊能町水道事業会計決算の認定について」

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第８号認定、平成２４年度豊

能町水道事業会計決算の認定につきまして、

地方公営企業法第３０条第４項の規定によ

り、別紙監査委員の意見を付けて議会の認

定をお願いするものでございます。 

  まず１ページの平成２４年度豊能町水道

事業決算報告書を御説明申し上げます。 

  収益的収入及び支出の収入でございます。 

  第１款・水道事業収益は、予算額５億3,

２６５万3,０００円に対し、決算額５億2,

３７０万2,８５８円でございます。内訳と

しまして、営業収益で４億6,８１８万7,２

２７円、営業外収益で5,５２４万2,４５７

円、特別利益で２７万3,１７４円でござい
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ます。 

  続きまして、支出でございます。 

  第１款・水道事業費用は、予算額６億4,

６８０万6,０００円に対し、決算額５億9,

３１３万5,５７１円でございます。執行率

は９1.７％でございます。内訳としまして

は、営業費用で５億2,１３０万7,９１６円、

営業外費用で7,１３５万9,３３９円、特別

損失で４６万8,３１６円でございます。 

  予備費の執行はございませんでした。 

  なお、収益的収入及び支出の詳細につき

ましては、３ページの損益計算書のところ

で御説明申し上げます。 

  続きまして、２ページをお開き願います。 

  資本的収入及び支出の収入でございます。 

  第１款・資本的収入は、予算額１億３１

万7,０００円に対し、決算額6,９９８万1,

００２円でございます。内訳といたしまし

て、他会計繰入金4,７７８万1,００２円、

企業債で2,２２０万円、国庫補助金で１０

０万円の予算額でございましたが、決算額

はゼロでございました。 

  次に支出で、第１款・資本的支出は、予

算額２億2,１３７万9,０００円に対し、決

算額１億9,０１４万2,８９７円でございま

す。執行率は８5.９％でございます。内訳

としまして、建設改良費で4,１２６万4,１

４３円、企業債償還金で１億4,８８７万8,

７５４円でございます。 

  以上の結果、資本的収入額が資本的支出

額に対して不足する額１億2,０１６万1,８

９５円は、過年度分損益勘定留保資金で補

填したものでございます。 

  続きまして、３ページの平成２４年度豊

能町水道事業損益計算書を御説明申し上げ

ます。 

  なお、本ページ以降全ての財務諸表は消

費税抜きの金額となっておりますので、よ

ろしくお願い申し上げます。 

  １の営業収益は、給水収益で４億4,５４

９万1,９１２円、その他営業収益で４１万8,

５５０円、計４億4,５９１万４６２円でご

ざいます。 

  ２の営業費用は、原水及び浄水費で１億5,

３４４万6,８００円、配水及び給水費で１

億1,５４９万1,９３７円、総係費で4,５１

８万2,４２７円、減価償却費で１億9,５６

９万6,７６０円、資産減耗費はございませ

ん。計５億９８１万7,９２４円でございま

す。以上のことから、6,３９０万7,４６２

円の営業損失となっております。 

  ３の営業外収益は、受取利息で１２９万5,

８９６円、口径別納付金で３３９万7,１４

３円、他会計負担金で2,１３７万4,０３７

円、他会計繰入金で2,６４２万７４７円、

受託工事収益はございませんでした。財産

収益で７８万4,８６０円、雑収益で１１６

万1,２４２円、計5,４４３万3,９２５円の

収益でございます。 

  ４の営業外費用は、受託工事費用はござ

いませんでした。支払利息で5,５９２万4,

５０２円、雑支出で３２５万4,５３７円、

計5,９１７万9,０３９円でございます。 

  以上のことから、経常損失といたしまし

て6,８６５万2,５７６円となりました。 

  ５の特別利益は、過年度損益修正益で２

７万3,１７４円でございます。 

  ６の特別損失は、過年度損益修正損で４

４万6,０１７円でございます。 

  以上のことから、当年度純損失といたし

まして6,８８２万5,４１９円となり、平成

２３年度の繰越欠損金３億6,９０７万3,９

４７円を加えまして、平成２４年度未処理

欠損金が４億3,７８９万9,３６６円となり

ました。 

  続きまして４ページでございます。 

  平成２４年度豊能町水道事業剰余金計算

書を御説明申し上げます。 
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  資本金の自己資本金は、平成２３年度末

残高１２億8,８４３万8,９１８円であり、

平成２４年度の変動額は4,７７８万1,００

２円の増となり、平成２４年度末残高は１

３億3,６２１万9,９２０円となりました。 

  借入資本金は、平成２３年度末残高２８

億6,９４３万1,１４８円であり、平成２４

年度の変動額は１億2,６６７万8,７５４円

の減となりますが、企業債の発行を2,２２

０万円行い、企業債の償還を１億4,８８７

万8,７５４円行った結果、平成２４年度末

残高は２７億4,２７５万2,３９４円となり

ました。 

  剰余金の資本剰余金でございます。 

  工事負担金は、平成２３年度末残高２７

億3,５６９万5,２０７円であり、平成２４

年度の変動額は２１万9,７３９円の増とな

り、平成２４年度末残高は２７億3,５９１

万4,９４６円となっております。 

  受贈財産評価額は、平成２３年度末残高

と同額の３１億1,９２９万2,０２９円とな

っております。 

  国庫補助金も、平成２３年度末残高と同

額の4,０９３万1,０００円となっておりま

す。 

  翌年度へ繰り越す資本剰余金合計は、５

８億9,６１３万7,９７５円となります。 

  次に、利益剰余金でございます。 

  減債積立金と利益積立金は残高がござい

ません。 

  建設改良積立金は、平成２３年度末残高

と同額の2,４２０万円となっております。 

  未処分利益剰余金は、平成２３年度の欠

損金３億6,９０７万3,９４７円で、平成２

４年度の変動額が6,８８２万5,４１９円で

あり、繰越欠損金年度末残高は４億3,７８

９万9,３６６円となっております。欠損金

合計は４億1,３６９万9,３６６円となって

おります。したがいまして、資本合計は９

５億6,１４１万９２３円であります。 

  平成２４年度豊能町水道事業剰余金処理

計算書（案）でございます。 

  資本金の当年度末残高は４０億7,８９７

万2,３１４円であり、処分額はございませ

んでしたので、翌年度繰越金は同額の４０

億7,８９７万2,３１４円であります。 

  資本剰余金の当年度末残高は、５８億9,

６１３万7,９７５円であり、処分額はござ

いませんでしたので、同額の５８億9,６１

３万7,９７５円を翌年度へ繰り越すもので

ございます。 

  未処理欠損金は、当年度末残高４億3,７

８９万9,３６６円であり、処分額はござい

ませんでしたので、翌年度繰越欠損金は同

額の４億3,７８９万9,３６６円であります。 

  なお、５ページ以降の豊能町水道事業貸

借対照表以降の説明は省略させていただき

ます。 

  以上でございます。どうかよろしく御審

議賜りまして御認定いただきますようお願

い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、８月２７日午前９時３０分より

会議を開きます。 

  本日はどうも長時間お疲れさまでござい

ました。 

 

散会 午後２時３１分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

会議録署名議員の指名 

会期の決定について 

第 ５号報告 専決処分の報告の件（和解及び損害賠償額の決定） 

第 ６号報告 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の 

       結果に関する報告の件 

第４２号議案 豊能町税条例改正の件 

第４３号議案 豊能町国民健康保険税条例改正の件 

第４４号議案 豊能町介護保険条例及び豊能町後期高齢者医療に関する条 

       例改正の件 

第４５号議案 豊能町農地災害復旧事業の施行について 

第４６号議案 平成２５年度豊能町一般会計補正予算の件 

第４７号議案 平成２５年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第 １号認定 平成２４年度豊能町一般会計歳入歳出決算の認定について 

第 ２号認定 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳 

       出決算の認定について 

第 ３号認定 平成２４年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       歳入歳出決算の認定について 

第 ４号認定 平成２４年度豊能町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

       の認定について 

第 ５号認定 平成２４年度豊能町介護保険特別会計事業勘定歳入歳出決 

       算の認定について 

第 ６号認定 平成２４年度豊能町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認 

       定について 

第 ７号認定 平成２４年度豊能町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決 

       算の認定について 

第 ８号認定 平成２４年度豊能町水道事業会計決算の認定について 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  １番 

 

        同    ２番 

 

 


